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１．日本の男女共同参画の実態 

 ①理系に進む女子が少ない 

 ②理数分野における男女差はあるのか？ 

 ③世界の中で日本の男女平等度は？ 

 

２．NWECの取組 

 ①NWECの紹介 

 ②主な事業および教育分野への取組 

 

３．日本の女性の活躍推進に歯止めをかけているのは何か？ 

 ①根強い性別役割分担意識 

 ②男女の意識に変化の兆し 

 

４．男女共同参画社会の実現を目指して 

 ①ヘルプではなくシェア 

本日お話しすること 
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専攻分野別に見た学生分布（大学（学部））の推移（男女別） 

男女共同参画白書（平成27年度版）より 
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専攻分野別に見た学生（大学（学部））の割合（男女別、平成26年度） 

男女共同参画白書（平成27年度版）より 
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理数分野における子どもの学力 
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日本経済新聞（H27.4.11）から 
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日本経済新聞（H27.4.11）から 

男
女
の
学
力
、
環
境
が
左
右 

男女平等度 日本１０１位 

読売新聞（H27.11.19）から 
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ジェンダーギャップ指数               
Gender Gap Index 2015年 

 【経済分野】 106位(102位) 
 【教育分野】  84位(93位) 
 【保健分野】  42位(37位) 
 【政治分野】 104位(129位) 
 
 経済分野 
   労働力率            82位(83位) 
   同じ仕事の賃金の同等性  69位(53位) 
   所得の推計値         75位(74位) 
   管理職に占める比率    116位(112位) 
   専門職に占める比率     81位(78位) 
 
                      ( )内は2014年 

日本は145ヵ国中101位 
                    (2014年は104位) 

日本の男女共同参画は進んでいるのか？ 
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各分野における「指導的地位」に女性が占める割合 
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出所：データブック国際労働比較2014（独）労働政策研究・研修機構 

管理的職業者の女性割合（2012年） 
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出所：GMIレーティングス（米国の調査会社）調査 
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進学率の推移 
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大学進学率 国際的にみると女性のほうが大学に進学している国が多い 
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アメリカの大学学長の女性が占める割合 

Type of Institution 1986 2006 2011 
Doctoral 4% 14% 22% 
Master's 10% 22% 23% 
Bachelor's          16% 23% 23% 
Associate 8% 29% 33% 
Special Focus 7% 17% 21% 
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ＵＣサンフランシスコ                     

MIT ～2012 

ペンシルバニア 

ハワイ 
～2013 

ブラウン 
 ～2012 

プリンストン 
  ～2013 

ハーバード 

ミシガン 
  ~2014 

ＵＣデービス 

パデュー 
 ～2014 

アメリカの女性学長 

カリフォルニア 
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日本の大学学長に女性が占める比率 
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本務教員総数に占める女性の割合（平成26年度） 
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NWECについて  

独立行政法人国立女性教育会館 愛称：ヌエック 
（NWEC：National Women’s Education Center ）  
 
• １９７７年（昭和５２年）に文部省の附属機関として設立  
 → ２００１年（平成１３年） 独立行政法人化 
 
• 我が国唯一の女性教育のナショナルセンター 
 
 
 
 

●女性教育指導者に対する研修、 
 女性教育に関する専門的な調査・研究等の実施 
●女性教育の振興を図り、もって男女共同参画社会の形成

促進 
 

 

ミッション 
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ＮＷＥＣ(国立女性教育会館）の位置 

TOKYO 

埼玉県比企郡嵐山町菅谷728 
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  男女共同参画の推進のためには、女性センター、団体、学校、大学、企業、自治体
が横断的に取り組む必要がある。ＮＷＥＣはナショナルセンターとして、それぞれの
分野でこの問題に取り組むリーダーが一堂に会し、共通する課題を探り、問題解決
につながるネットワークの在り方について考えるための会議を開催。 

 

 

     ＮＷＥＣ男女共同参画推進フォーラム 

  組織で元気に活動する女性は多いが、組織の意思決定に関与する女性

が構成員のバランスに比して極めて少ないことが分野を超えた共通の課題
であることが明らかとなった。 
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・国際競争力を維持・強化し、質の高い研究を進めていくためには、 
 男女を問わず多様な研究者の育成が不可欠。 
・日本の学問・研究者の男女共同参画は他国に比し極端に遅れている。 
・大学・短大・高専の意思決定組織に所属する教職員、男女共同参画推進担

当者等を対象に、専門的、実践的な研修を実施。 
・Ｈ26年度は12月4日（木）～5日（金）に実施。 

講義「なぜ大学における男女共同参画  
  推進が必要なのか」 
講師 村松泰子 東京学芸大学学長 

分科会の様子 

【主なプログラム内容】 

 ○講義・情報提供 
 ○施策説明（文部科学省基盤政策課） 
 ○ベストプラクティス研究 
  （企業の事例：髙島屋・光機械製作所） 
 ○コース別ワークショップ 

【取扱いテーマ】 

 ○学内への男女共同参画意識の浸透 
 ○学内における女性研究者への支援 
 ○男女共同参画社会実現に向けた女子学生への  
  キャリア形成支援 

大学等における男女共同参画推進 

21 



          企業を成長に導く女性活躍促進セミナー 

 ・企業における女性の活躍促進を図るためには、トップ に代表される企業内   
 リーダーの意識改革が不可欠。 
・企業経営者、役員、管理職、現場で活躍する女性リーダー等を対象に、 
 女性の活躍を促進することの意義や、ダイバー シティや男女共同参画の 
 本質について学習するセミナーを実施。 
・これまでの議論から、女性の活躍を推進するためには、女性支援政策の充 
 実よりも長時間残業の是正が効果的であることが指摘されている。 

女性の活躍に取り組む企業による事例報告と議論 アクションラーニングによる課題解決 
22 



• 女子中高生を対象に、科学技術の世界の楽しさの体験や、生き生きと活躍
する女性研究者との交流を通じ理系進路選択の魅力を伝えるプログラム。
実験・実習をふんだんに盛り込む。 

• 身近な支援者でもある保護者・教員向けのプログラムも設定。 
• 女子中学３年生・女子高校生１１２名と保護者・教員２９名が参加。 

 

キャリア講演での質疑応答    近くの河原で水環境の調査 

【実験・実習の例】 

 ○宇宙の星から学ぶエネルギー 
 ○金属の不思議 
 ○身近に生きる生物たちの生態 
 ○身近な川の水環境を調べよう 
 ○電子回路を組み立てよう！ 
 ○コンピュータで探るバイオ分子の世界 
 ○線虫を使って知る遺伝子のしくみ 
 ○結び目のゲームを作ろう 
 ○ＬＥＤを光らせる 
 ○作って・見て・測って知る、地球と宇宙の  
「波」のふしぎ 
 ○見えない数？複素数の世界で絵を描こう 
  

         女子中高生夏の学校 
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・女子大学生を対象として、職業をもつ楽しさ、経済的自立
の精神、社会や組織のリーダーとなる志などを伝える
キャリア開発研修を実施。 

・テーマは「キャリアを考えることは、人生を考えること」 

・ノウハウ型の就活セミナーではなく、女性に特有のライフ
イベントとの両立を視野に入れた長期的視点に立った
キャリア構築について考える。 

・ ２７年度は、来春２月２０日（土）～２１日（日）に１泊２日
で実施予定。 

グループワークの成果 

【主なプログラム内容】 

 講義：働く女性を取り巻く環境 
    （国際比較を通じて） 
 パネルディスカッション「先輩の話を聞く」 
  グループワーク（キャリアシートの作成） 

女子大学生キャリア形成セミナー 

将来について夢や不安を語り合う 

【２６年度参加者の感想】 
同時進行する、キャリアと日常の生
活。 
女性の人生における行事を知り、最大
限に自分が活躍できる場を持つ大切さ
を知ることができました。 
また、将来への不安を同世代の仲間と
語り合うことで、一歩前へ前進する勇
気が湧きました！ 
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出所：内閣府『少子化社会に関する国際比較調査（2011年）』 

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方についての国際比較 
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 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」との考え方に対する意識 
(男女別) 
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共働き夫婦、末子の年齢別、収入時間・家事労働時間・育児時間 
（週全体、2011年） 
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出所：『平成23年社会生活基本調査』より作成 
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育児休業の取得希望（男女別） 

出所：『平成23年度東京都男女雇用平等参画状況調査結果報告書』 



管理職になりたい女性は28.7% 男女で大きな違いはない  

出所：（独）情報処理推進機構IT人材本部「IT人材動向調査」（2011） 

部下の人事評価権を持つ管理職に就きたいと思うか 



 2010年度調査と比較して、企業のダイバーシティの取組みに大きな変化は見られないが、企業やIT人材が考える       
ダイバーシティを推進するための課題は、「当事者自身（女性、外国人）の意識・能力」から、「経営層の意識」や 

 「勤務先の支援・サポート制度」へと変化している。 

2010年度 

 30 

ＩＴ企業 

IT人材 

2013年度 

女性社員の活躍促進における重要な課題とダイバーシティ推進の課題 （上段：IT企業、下段：IT企業IT技術者） 

課題意識に変化が見えた
ダイバーシティ推進 



➣ 家庭生活や地域活動への男性の参加や政策決定の場へ
の女性の進出などの相互乗り入れが必要 

 
➣ ワークライフバランスの推進 
 

➣ 女性活用には、中間管理職が鍵を握る 
 迷っている女性たちの背中を押してあげてほしい 
 
➣ 女性たちは、自分の力に自信を持って未知の世界に挑戦

しよう！ 
 

男女共同参画社会の実現を目指して 

31 



人材育成に必要な３つの’き‘ 

きめつけない 

期待して 

鍛える 
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リーダーに必要な３つの‘C’ 

33 



国立女性教育会館 

http://www.nwec.jp/ 
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